
 

 

 

 

 

 

 

 

日本では、毎年９月１日に「防災の日」が設けられており、防災の日を含む１週間（８月３０日～９

月５日）を「防災週間」としています。９月１日という日付は、１９２３年（大正１２年）9月1日に発生

した『関東大震災』に由来しています。関東大震災は、東日本大震災が起こる以前においては、日

本災害史上で最大級の被害をもたらした震災でした。 

「防災の日」は、台風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波等の災害について 

の認識や理解を深め、それらの災害に対処する心構えと備えをするための日で 

す。「防災の日」及び「防災週間」では、全国各地で防災訓練や防災意識を高め 

るための行事等が行われています。この機会に周囲で起こる可能性がある災害 

や、身の回りの危険な箇所、また避難場所や避難経路等を確認して、災害にしっかり備えましょう。 

シェイクアウト訓練とは、２００８年にアメリカで始まった地 

震に関する防災訓練のことです。具体的には、地震の被害か 

ら身の安全を守るために、安全確保行動１－２－３「まず低 

く、頭を守り、動かない」という行動をとる訓練を言います。 

北九州市では、毎年、９月１日の「防災の日」を迎えるにあたり、全校でシェイクアウト訓練を実施

しています。中島小学校でも、８月２６日（月）の１校時に、訓練を行いました。担任による説明（下記

参照）の後、実際に『緊急地震速報』を放送で流し、訓練を行いました。 

大切なのは「あわてず、まず、身の安全を守ること」です。テレビや携帯電話等で『緊急地震速報』

を見聞きした場合は、大きな揺れがくる恐れがあるので、直ちにこの行動をとるようにしましょう。 

時間にゆとりのある夏休み。日頃できないことにもチャレンジし、有意義に過ごすことができたよ

うです。その一つが、頑張ってつくった工作などの作品です。そこで、９月２日（月）・３日（木）の２日

間、「夏休み校内作品展」を行いました。（台風による休校で、実施日を変更しました。ご迷惑をおか

けしました。）自由研究や工作、習字、絵、等々・・・全児童の夏休みに取り組んだ作品を家庭科室に

展示しました。子どもたちは、朝自習の時間や授業時間を利用して、クラス 

ごとに見学しました。どの作品もすばらしく、力作ぞろいで感心しました。 

保護者の皆様には、材料の準備やアイデアのヒント等、子どもたちが興 

味をもって楽しく取り組めるようご協力いただき、ありがとうございました。 

９月３日（火）の１校時、１年生がまち探検に行ってきました。生活科の単元「なつが 

やってきた」の学習の一環です。「こうえんでなつをさがそう」と、昭和町公園に 

行きました。公園の遊具や自然物を使ってみんなで遊ぶ中で、夏の様子に 

気付き、安全に気を付けながら正しく公園利用しようとすることができるよ 

うになることを目標としています。熱中症予防のため、移動を含めて３０分と 

短時間の活動でしたが、集合等素早く行動することができ、楽しく学習する 

ことができました。 
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＜学校教育目標＞ 
体・徳・知 調和のとれた心身ともに健康な子どもの育成 
＜目指す子ども像＞ 
○相手の立場に立って考える思いやりのある子ども 
○すすんで学び、自ら考え、表現する子も 
○元気に学び、すすんで運動に取り組む子ども 
＜目指す学校像＞ 
○安全な学校 〇温かい学校  
○笑顔があふれる学校 
○「中島小大好き」と言える学校 
○成長（学習）し続ける学校 
○保護者・地域・関係機関と連携する学校 

  なかしま 

９月１日は「防災の日」です 

【担任による説明例】「シェイクアウト訓練は、地震が来たときにすぐに身を守る 

訓練です。放送の指示で、身体を低くして、机の下に入り、机の対角の足を持ち 

ます。そして、先生の指示があるまでじっとして動きません。先生の指示で机か 

ら出たら、廊下に並びます。」（各学級で、学年に応じた指導をしています。） 

 

 

９月４日（水）の「のびのびタイム」（５校時が始まる前の学習時間）に、人権学習の一環とし

て、人権啓発動画『モモマルくんと考えよう！ ２』を全校（教室）で視聴しました。「こわい言い

伝えがある場所に住んでいるから、リスちゃんはお誕生日会に呼ばない。」という話を聞いたモ

モマルくん。リスちゃんの立場になって考えたり、どうしてそんなうわさになっているかを実際に

調べたりしていく中で、大切なことに気付きます。決めつけや偏見が差別の原因になることに視

点を置き、学年の発達段階に応じて、学習を行いました。 

 

 

北九州市人権問題啓発推進協議会（人権協）では、人権啓発資料として啓発冊子・

人権協ニュースの発行のほか、啓発映画等の視聴覚教材の制作を行っています。今回

人権学習で視聴した動画『モモマルくんと考えよう！』のシリーズは、 

人権研修入門資料として作られたもので、人権について考えるきっかけ 

となるような、分かりやすいアニメーションになっています（冊子も 

あります）。インターネットでも視聴することができます。 


